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大規模改修の概要 

               

京都コンサートホールは、世界文化自由都市宣言の理念を具体化する事業として、平安建

都１２００年事業の一環で、平成７年１０月に開館した京都最大級のクラシック専用ホー

ルである。 

 

開館以来３０年近くの間、世界的なクラシックの演奏会の開催をはじめとした音楽事業

のための施設提供のほか、京都市交響楽団の活動拠点として運営を行ってきた。 

 

この京都コンサートホールを、今後も世界レベルのクラシック音楽に触れる機会を提供

し、本市の文化芸術を振興する役割を担う施設であり続けていくために、平成３０年度に京

都コンサートホールの機能維持・長寿命化に向けた改修・整備計画（以下「整備計画」とい

う。）を策定した。 

 

整備計画では、劣化度調査等に基づく大規模改修基本計画を併せて策定しており、パイプ

オルガンのオーバーホール、各舞台設備の更新、施設を開館しながらの改修が困難な改修等

について、施設を全面的に閉館して行うこととしている。 

 

また、改修にあたっては、京都コンサートホールが極めて優れた意匠と音響性能を有する

世界に誇れるホールであることを踏まえ、これらを維持継承するとともに、現行法への対応

や機器のデジタル化など、社会状況や技術の進歩等に対応した改善を行うこととしている。 

 

本「京都コンサートホール大規模改修の概要」では、整備計画による改修項目に加え、施

設の閉館と合わせて改修した方が効率的であるものや利便性向上に係る改修項目について

まとめたものである。 

 

大規模改修時には、本概要でまとめた改修項目を全て実施することが望ましいが、整備計

画の概算に基づく事業費想定を大幅に上回る場合は、改修項目を絞り込む必要があるため、

今後大規模改修の基本設計に当たっては、これを念頭に、改修項目を取りまとめることとす

る。 
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施設概要 

                                  

所在地 京都市左京区下鴨半木町 1 番地の 26 

敷地面積 9,900 ㎡ 

用途地域 第二種中高層住居専用地域（建蔽率 60％ 容積率 200％） 

防火地域 建築基準法第 22 条区域 

その他の地域、地

区 

20ｍ第 1 種高度地区 

山並み背景型建造物修景地区 

接続道路 北側道路：北山通 

東側道路：下鴨中通 

許認可等 建築基準法第 48 条 4 項（第二種中高層住居専用地域）ただし書きの

規定による用途許可 

建築基準法第 86 条の規定による一団地の認定 

竣工年 平成７年 

建築面積 5,391.00 ㎡ 

延床面積 22,412.00 ㎡ 

構造 鉄筋コンクリート造 

設計 磯崎新アトリエ 

諸室の概要 ホール部門 

 ・大ホール（1,839 席）、小ホール（514 席）、楽屋（大ホール 11

室、小ホール 4室） 

共用部門 

 ・エントランスホール、チケットカウンター、ホワイエ、託児室、

レストラン、駐車場（地下 1 階～2階：145 台収容） 

指定管理者 (公財)京都市音楽芸術文化振興財団 
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主な改修内容 

                        

 大規模改修の内容は、⑴劣化改修、⑵現行法への対応、⑶環境負荷への対応、⑷利便性の

向上に係るものとし、以下に主なものを示す。 

 なお、整備計画に記載している「アプローチ屋根増築」については、京都府が進めている

北山エリア整備との連携を図りつつ検討する必要があるため、大規模改修には含めない。 

また、⑴にはパイプオルガンのオーバーホールを含むが、オーバーホールの実施は開館当

初施工者への随意契約を想定している。 

 

（主な改修内容） 

⑴ 劣化改修 

 ・ 電気設備・機械設備等の更新を行う。 

 ・ 舞台設備（音響・照明・機構）の更新を行う。 

 ・ 外壁及び屋上防水の改修を行う。 

 ・ 大ホール及び小ホール内の内装及び建具の劣化部分の補修を行う。 

 

⑵ 現行法への対応 

 ・ 特定天井対策の検討を行う（エントランスホール、ホワイエ×２か所）。 

 ・ エレベーター増設及び更新に伴う構造安全性の検討を行う。 

 ・ エスカレーター更新に伴う脱落防止及び転落防止対策の検討を行う。 

 ・ 通路階段部にスロープを設置する。 

 

⑶ 環境負荷への対応 

 ・ 省エネルギーを考慮した設備機器等を選定する。 

 ・ 屋上に太陽光発電設備を設置する。 

 ・ 維持管理を考慮したディテール、建材を採用する。 

 

⑷ 利便性の向上 

 ・ 大ホール内１階から３階へのエレベーターを新設する。 

 ・ １階女子トイレの個室数を増設する。 

 ・ チケットカウンターに大型ビジョンを設置する。 

 ・ チケットカウンター及びエントランスホールにデジタルサイネージを設置する。 
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１ 建築 

項目 工事概要 

地下立体駐車場撤去 機械式駐車装置の撤去、不陸部分の改修及

び白線の新設 

1F 女子トイレ増設 男子トイレのスペースを一部取込み、個室

を増設 

大ホール 1F 階段スロープ化 階段撤去、スロープ設置 

EV 新設 大ホール通路の壁及びスラブ撤去 

ホワイエ天井改修(2F、4F) 特定天井対策工事 

エントランスホール天井改修 特定天井対策工事 

舞台床改修 ケーブル引込みピットの新設 

内装劣化部修繕 大ホール及び小ホール内装劣化部分の補修 

建具劣化部修繕 大ホール及び小ホール建具劣化部分の補修 

屋上防水改修 屋上シート防水の全面改修、金属笠木の補

修 

外壁改修 金属パネル、PC 板の劣化部分の補修 

ホワイエガラス窓改修 ホワイエガラス窓の耐熱遮光対策、排煙窓

の雨漏り対策 

厨房の改修 厨房機器の撤去及び内装改修（関連する電

気・機械設備を含む） 

設備機器の更新に伴う建築改修工事 建物内仕上・下地等の撤去復旧 

 

２ 電気設備 

項目 工事概要 

受変電設備 キュービクルの更新 

発電静止形電源 非常用発電機を更新 

太陽光発電設備 太陽光発電設備の新設 

電灯設備 照明設備（誘導灯・非常用照明を含む）の

LED 化 

通信情報設備 防犯入退室管理設備の更新 

情報表示設備の更新・新設 

防災設備 自動火災報知設備の更新 

 

３ 昇降機設備 

項目 工事概要 

エレベーター エレベーター６基の更新及びエレベーター

の新設 

エスカレーター エスカレーター１基の更新 
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４ 機械設備 

⑴ 空調設備 

項目 工事概要 

ボイラー 厨房プレヒーター用ボイラーを撤去 

冷温水ヘッダー 冷温水ヘッダーを更新 

空調用膨張タンク 空調用膨張タンクを更新 

空気調和機 空気調和機を更新 

パッケージ型空調機（マルチ） 各室マルチ型のパッケージ形空調機を更新 

パッケージ型空調機（ペア） 各室ペア型のパッケージ形空調機を更新 

全熱交換器 全熱交換器を更新 

ファンコイルユニット ファンコイルユニットを更新 

放熱器 放熱器を更新 

空調配管 空調用配管を更新 

送風機 大型片吸込シロッコファンを更新 

排煙機 排煙機を更新 

 

 ⑵ 給排水衛生設備 

項目 工事概要 

給湯ボイラー 給湯用ボイラーを更新 

排水ポンプ 汚物、湧水用水中ポンプを更新 

衛生器具類 便所の便器類、洗面器類、ペーパーホルダ

ー、電気温水器、冷水器を更新 

衛生配管 給水・給湯・排水管を更新 

ガス配管 ガス配管を更新 

 

 ⑶ 消火設備 

項目 工事概要 

消火用充水槽 消火用充水槽を更新 

スプリンクラー設備 スプリンクラー設備を更新 

泡消火設備 泡消火設備を更新 

消火配管 消火配管を更新 

フード消火設備 フード消火設備を撤去 
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５ 舞台設備 

 ⑴ 舞台音響設備 

項目 工事概要 

音響操作卓・入出力パッチ架 音響操作卓・入出力パッチ架の更新 

舞台袖操作架 舞台袖操作架の更新 

パワーアンプ架・出力制御架 パワーアンプ架・出力制御架の更新 

プロセニアムスピーカー 

サイドスピーカー類 

プロセミアムスピーカー、サイドスピーカ

ーの更新 

固定はね返りスピーカー類 固定はね返りスピーカーの更新 

周辺諸室スピーカー類 その他、諸室のスピーカーの更新 

電動三点吊マイク装置 電動三点吊マイク装置の更新 

ワイヤレスマイク装置 

難聴者補聴装置 

ワイヤレスマイク装置、難聴者補聴装置更

新 

コネクター盤類 コネクター盤類の更新 

周辺機器類 周辺機器類の更新 

部隊連絡装置（インターカム装置類） 舞台連絡装置（インターカム装置類）の更

新 

舞台監視カメラ装置 舞台監視カメラ装置の更新・新設 

共通備品 舞台音響に関する共通備品等の更新 

 

 ⑵ 舞台照明設備 

項目 工事概要 

調光器盤 調光器盤の更新 

調光操作卓 調光操作卓の更新 

照明器具 スポットライト、その他舞台照明器具の更

新 

負荷配線設備 調光設備に関わる負荷配線設備の更新 

 

 ⑶ 舞台機構設備 

項目 工事概要 

吊物機構 舞台吊物機構装置の更新 

床機構 舞台床機構装置の更新 

制御機器類 舞台機構操作盤等の制御機器類の更新 
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６ パイプオルガン 

項目 工事概要 

送風機 フイゴへ空気を送る送風機の更新 

配電盤 配電盤の更新 

コンビネーションシステム コンビネーションシステムの更新 

フイゴ フイゴの皮の張替え 

送風管 空気を送り込む送風管の更新 

鍵盤 パイプオルガン鍵盤部分の更新 

鍵盤トラッカーアクション 鍵盤を操作する機構部分の更新 

風箱 空気を送り込むための風箱の更新 

パイプ パイプオルガンの音色を出す部分の更新 

その他 オーバーホールを行うための足場（ステー

ジ）の設置 
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改修工事箇所図 
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事業スケジュール案                                 
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仕様書 

 

１ 委託業務名称 

京都コンサートホールの大規模改修に係る意匠設計に関するアドバイザー業務（その１） 

 

２ 履行期間 

契約の日の翌日から令和８年３月３１日まで 

 

３ 概要・目的 

  京都コンサートホールは完成から２８年が経過し、舞台設備等を含めた施設全体の大規模改

修を実施する必要がある。 

  本業務は、別に契約する「京都コンサートホール大規模改修工事設計業務委託 ただし、建

築及び設備工事基本設計業務委託」（以下、「基本設計業務」という。）の受託者（以下、「設

計者」という。）に対して、京都コンサートホールの設計者として、現況の京都コンサートホ

ールの優れた意匠を継承する設計となるよう、設計者との協議、設計者への指導・助言及び設

計内容の確認を行うものとする。 

 

４ 業務内容 

  業務内容は以下のとおりとする。 

⑴ 設計業務の進ちょくに応じて随時設計者と協議し、原設計の意図を継承する設計となるよ

う指導・助言・提案を行う。 

⑵ 基本設計成果品が、原設計の意図を継承するものであることを確認する。 

   

５ 成果物 

  基本設計業務において作成する基本設計成果品に対する評価報告書 

※ 成果物に係る著作権は、京都市に帰属する。 

※ 成果物については、紙媒体及び電子データで提出すること。なお、電子データの形式は

京都市担当職員との協議による。 

 

６ 業務実施条件 

業務の実施に当たり、受託者は次の事項を守って行うこと。 

⑴ 本仕様書に基づき、業務を行うこと。 

⑵ 京都市担当職員と十分な連絡を取り業務を進めること。主要な方針等については担当職員

と協議を行うこと。 

⑶ 各種法令及び基準等を守ること。 

 

７ 費用の負担 

受託者は、本業務を履行するために必要な業務に係る人員の移動、運搬、報告書の作成及び

提出に係る費用を負担するものとする。 
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８ その他 

⑴ 本業務委託を通して知り得た情報は、第三者へ漏えいしてはならない。 

⑵ 成果物に係る著作権は京都市に帰属することとし、受託者は京都市の許可なく成果物の内

容を公表しないこと。 

⑶ 本仕様書に規定のない事項又は本仕様書の規定に疑義がある場合、両者協議のうえ、これ

を定めることとし、もし協議が調わない場合は京都市が定めるものとする。 



仕様書 

 

１ 委託業務名称 

京都コンサートホールの大規模改修に係る音響設計に関するアドバイザー業務（その１） 

 

２ 履行期間 

契約の日の翌日から令和８年３月３１日まで 

 

３ 概要・目的 

  京都コンサートホールは完成から２８年が経過し、舞台設備等を含めた施設全体の大規模改

修を実施する必要がある。 

  本業務は、別に契約する「京都コンサートホール大規模改修工事設計業務委託 ただし、建

築及び設備工事基本設計業務委託」（以下、「基本設計業務」という。）の受託者（以下、「設

計者」という。）に対して、舞台音響設備機器選定の指標となる電気音響の調整目標を作成し

提示するとともに、京都コンサートホールの音響設計者として、現況の京都コンサートホール

の優れた音響環境を維持向上させる設計となるよう、設計者との協議、設計者への指導・助言

及び設計内容の確認を行うものとする。 

 

４ 業務内容 

  業務内容は以下のとおりとする。 

⑴ 現況の音響測定を実施する。平成７年に作成した「京都市コンサートホール（仮称）の音

響検査・測定結果報告書」と同様に以下の項目について測定を実施する。ただし、遮音測

定は対象外、対象室にエントランスホールと大ホールホワイエを追加する。 

ア 残響時間 

対象室：大ホール、小ホール、大ホールホワイエ、エントランスホール 

イ エコータイムパターン 

対象室：大ホール、小ホール 

ウ 室内騒音（空調設備騒音） 

対象室：大ホール、小ホール、大ホールホワイエ、エントランスホール 

エ 舞台音響設備動作特定 

対象室：大ホール、小ホール 

⑵ 平成７年に作成した「京都市コンサートホール（仮称）の音響検査・測定結果報告書」に

基づき、音響機器の選定の指標となる調整目標を作成する。 

⑶ 設計業務の進ちょくに応じて随時設計者と協議し、原設計の意図を継承し、音響配慮・静

音配慮の設計となるよう指導・助言・提案を行う。 

⑷ 設計者が作成する音響シミュレーションの評価を行う。 

⑸ 基本設計成果品が、現況の音響環境を維持向上させるものであることを確認する。 
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５ 成果物 

  本業務の成果物は以下のとおりとする。 

⑴ 現況の音響測定報告書 

⑵ 音響機器の調整目標 

⑶ 基本設計業務において作成する基本設計成果品に対する評価報告書 

※ 成果物に係る著作権は、京都市に帰属する。 

※ 成果物については、紙媒体及び電子データで提出すること。なお、電子データの形式は

京都市担当職員との協議による。 

 

６ 業務実施条件 

業務の実施に当たり、受託者は次の事項を守って行うこと。 

⑴ 本仕様書に基づき、業務を行うこと。 

⑵ 京都市担当職員と十分な連絡を取り業務を進めること。主要な方針等については担当職員

と協議を行うこと。 

⑶ 各種法令及び基準等を守ること。 

 

７ 費用の負担 

受託者は、本業務を履行するために必要な業務に係る人員の移動、運搬、報告書の作成及び

提出に係る費用を負担するものとする。 

 

８ その他 

⑴ 本業務委託を通して知り得た情報は、第三者へ漏えいしてはならない。 

⑵ 成果物に係る著作権は京都市に帰属することとし、受託者は京都市の許可なく成果物の内

容を公表しないこと。 

⑶ 本仕様書に規定のない事項又は本仕様書の規定に疑義がある場合、両者協議のうえ、これ

を定めることとし、もし協議が調わない場合は京都市が定めるものとする。 

 


